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授業が進化！ 学びが深化！

「１人１台端末」
最前線

2022 February

C o n t e n t s

2 高校版  2022 February

2

0-01-J-22513-001 2021 年度 VIEW next 高校版 2 月号 2 頁 ＣＭ
ＹＫ

念
校

02/03
芳賀 − −/−

− − −/−
− − −/−

− − −/−
−

P02-03_view-next-koukou-2g.indd   2P02-03_view-next-koukou-2g.indd   2 2022/02/03   11:312022/02/03   11:31



＊１　文部科学省「端末利活用状況等の実態調査（令和３年７月末時点）（確定値）」
＊２　文部科学省「GIGAスクール構想における高等学校の学習者用コンピュータ端末の整備の促進について（通知）」

  P. 4	 課題整理 		
	 	 高校における「１人１台端末」の現状

  P. 7	 実践事例 1 		 群馬県立桐
き

生
りゅう

高校
	 	 「１人１台端末」で教育活動の質を高めるとともに、広報活動にもＩＣＴを効果的に活用
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	 	 様々な教育活動で端末を利用し、学校ぐるみでＩＣＴ活用のスキルを向上

  P. 19	 本特集テーマのnext 		
	 	 「個」と「集団」の一体的な学習を実現し、生徒が自ら学びの世界を広げる、次世代の教育へ
  内閣府 総合科学技術・イノベーション会議委員　
  東京都・私立広尾学園中学校・高校　医進・サイエンスコース統括長　木村健太

授業が進化！ 学びが深化！

「１人１台端末」
最前線

特 集

多様な子どもたちを誰１人取り残すことなく、公正に個別最
適化され、資質・能力が一層確実に育成できる教育 ICT 環
境の実現を目指す「GIGA スクール構想」。その方策の１つ
である、児童生徒 1人につき１台の端末（以下、「１人１台端
末」）の整備が、コロナ禍を受けて前倒しされ、2021年７

月末時点で、小・中学校の学習者用端末１台あたりの児童生徒数は1.0人となりました（＊１）。高校における「１人１
台端末」の整備状況は現在、地域や学校によって異なりますが、21年 12月末の文部科学省の通知（＊２）に「高等
学校段階においても１人１台の学習者用コンピュータ端末環境を早急に整備することが必要」とあるように、整備の
スピードは速まると予想されます。指導や支援の幅を広げる可能性を持つ「１人１台端末」。そのツールを、教師は自
校や自身の教育活動にどのように生かすとよいのでしょうか。今号の特集では、授業での活用を中心とした先進事例
を交えながら、生徒の学びを深める、「１人１台端末」の利活用の今とこれからについて考えます。

 編集部　統括責任者　柏木　崇	
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